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が 中心 で あ っ た 。 粘性 土 の 改良土 で は，強度 の 増加をセ

メン トの硬化 に た よる他，圧密 や 転圧 に よ る強度増加 に

期待 す る場合が あ る。こ の と き，圧密に よ る脱水 が進行

し す ぎ る とセ メ ン ト固化 に 必要 な 水 が 不 足 す る な ど，材

料 の 制御 の 難 し さ が 発表 か ら 感 じ られ た。

　　　　　　　　　　　（文責 ： 岡 山大学　西 村伸
一
〉

　【軽量土 ・流動化処 理 土 】 （発表 ：7編）

　流 動 化 処 理 土 の 脆 弱 的 性 質に対 して の 補強方 法 とし て，

鉄筋補強や 竹材 （竹廃材 の チ ッ プ や パ ウ ダ
ー）の 混合 に

よ っ て 曲げ特性や 圧縮変形特性の 改善 を行 う報告が あ っ

た 。剛 性 の 高い 鉄筋補強材 と繊維材料 の 混 合 に よ る補 強

と い う違 っ た 角度 か らの 捕強方法 に対 して 特色の あ る研

究 結 果 が得 られ て お り，要 求性 能 に 応 じ た 流動化処 理 土

の 今後 の 適用範囲拡大 に 期待 が持 て る 。 ま た ， 掘削 さ れ

た 流動化処 哩 土 の 再利用方法 に つ い て の 研究が あ り ， 建

設発生土 の 有効利用 の 拡大 に期待 が 持 て る。

　　　　　　　　　 （文責 ；  不 動 テ トラ　 伊藤竹 史 ）

　【薬液注 入】（発 表 ：7 編）

　薬液注入 に よ る 改良強度 の 推定手法 や 改良 メ カ ニ ズム

に 関す る報告，新材料 に よ る改良特性 の 把握 ， シ リカ 系

注入 材の 新 しい 分野へ の 適用性 の 検刮，養生条件が 改良

効果 に 及ぼす影響 に つ い て論文発表があ り，全休的 に薬

液 注 入 に よ る既 設 構造 物 の 維 持 補 修 や 延 命 化 を 目 した 検

討 ・研 究 開 発 が な され て い た。特 に 耐 久 性 に 関 す る試 験

で は 様 々 な養 生 条件 で検討 が な さ れ て い た が ， 多種多様

化 す る 薬液注入 材の 性能 を評価 で きる統
．一さ れ た 試験方

法の 確立 が 今後必要 と感 じられ た。

　　 （文責 ： 強化土 工 γ ジ ニ ヤ リン グ  　佐 々 木隆光）

　【不 飽 和 土 （変 形 ）】 （発 表 ：6編 ）

　不 飽和 土 の 変形 メ カ ニ ズ ム を 表現 す る構成 則 に 関 して ，

各研究グル
ー

プの 成果発表 が あ っ た。特 に，単
一一
の構成

則で 主要な 不 飽和特性を表現 した 論文 の 発表は，大変興

味深 く，汎用 性 の 高 い モ デル で ある と感じた。

　会場 か らは，ミ ク ロ な挙動の 検討 か らマ ク ロ な挙動 を

表現 で き る よ うな モ デル を構築 し な け れ ば な らな い との

意見 が 出 さ れ た 。 今後 は，パ ラ メー
タ の 物理 的意 味 や そ

の 導出方法 な どの 研究 も合 わせ て 行 う必 要 が あ る と感 じ

た。

　　　　 （文責 ：  ダ イヤ コ ン サ ル タン ト　 鏡原聖 史）

　【不 飽 和 土 （施工
・現 場適 用 ）】 （発 表 ：9編）

　不 飽和土 の 力学 ・浸 透 特性 に 関 す る室内試験や 現 地 調

査 ，シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 報 告 が 6 編 ，地 盤 に 空 気 注 入 し，

不 飽和 化 す る こ とに よ る液 状 化 対 策 法 に 関 す る報 告 が 3

編あ っ た 。 七構造物の 大 部分は 不 飽和 土 で あ り，降雨 ，

流水 ， 波浪 ， 潮位変動，地 震な どの 厳しい 繰 り返 し環境

外 力 に さ らさ れ て い る。報 告 は 実 態 に 即 した不 飽和 十一特

憶 の 体系 的 な理 解 に つ な が る もの で，さ らな る研 究 が期

待 され る。ま た，空気 注入 に よ る液状化対策法 は ，環境
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面や施工 性，経済性 とい う観点から興味深 く思わ れ た。

　　　　　 （文 責 ：  地 域 地 盤 環境研究 所　水 原勝由）

　【不 飽和 土 （締 固 め
・
要 素 試 験）】（発 表 ：7 編 ）

　斜面 災害 に 対 す る研 究 ニ ーズ の 高 ま りを 背景 に，不 飽

和 土 の変形 ・
強度 特 件 に 及 ぼ す サ ク シ ョ ン の 影 響 に つ い

て 検討 して い る研究 が 多 く見 られ た 。 さ ら に，上 の 締固

め を不飽和 土 の 力学 に よ っ て解 明 し よ う とす る研究や，

不 飽和 十 の 試験法 に 関す る研究報告 もあ り， 不 飽和土 研

究 が我 が 国 の 地盤工 学の 新基軸 の
一

つ に な っ て い る こ と

を 実感す る セ ッ シ ョ ソ と な っ た 。こ れ ま で の い わ ゆ る 二

相 系の 土 質 力学 を 塗 り替 え る新 しい ⊥ 質力 学 体 系が 我 が

国 か ら発 信 さ れ る よ うに な る こ とを 期待 し た い 。

　　　　　　　　　　　 （文責 ： 九 州大 学　小林泰三 ）

　【不飽和土 （強度）】 （発表 ： 6 編）

　低サ ク シ ョ ン を精度 よく制御 で きる加圧膜法を用 い た

三 軸圧 縮試験で，非 排 気
・
非 排 水 条 件 Fに お け る過 剰 間

隙 水 圧 ，過 剰 間 隙 空 気 圧 の 測定 を 行 い ，得 られ たせ ん 断

中の 有効応 力 経路 が報告 さ れ た 。 ま た一
面 せ ん断 試験 で

は，反力板側の 垂 直応力計測結果 に サ ク シ ョ ン と飽和度

の 変化を考慮 し，その 結果得 られた 有効応力経路 は，強

度評f面に 有用 との報告が あ っ た。様 々 な条件下 に おけ る

せん断過程 で の 有効応力経路に 関す る報告が増 え，今後

は浅 層 の 斜 面安 定 問 題 等 の さ ら な る発 展 が 期 待 さ れ る。

　　　　　 （文 責 ： ニ タ コ ン サ ル タ ン ト  　石 川 裕 規 ）

　【特殊土 （強度
・
変形）】（発表 ：9 編）

　特殊 土 と して 位置付け られ る土質
・
地盤 の 範闘の 広 が

りが強 く印象残 る セ ッ シ ョ ン で あ っ た。ガス ハ イ ドレ
ー

ト賦存 地 盤 の 現場 お よび室内土 質試験 の 報告 が 2 件，

メ タ ン ハ イ ドレート生 産 時 の 地 盤 変 形 挙 動 解 析の 報 告 が

2 件 な さ れ ，特殊 上 と して 新 た な 研 究 分野 で あ っ た。そ

の 他，軽石質火山灰，軽石 砂 の 火山灰質粗粒土 や ，月面

土 （レ ゴ リス ） を模擬 し た人工 材料，泥炭
・
腐植土 の 高

有機質土 を試料 と した 強度
・
変形特性 を，室内試験や原

位置試験 で 求 め，数値解析 も含め て実現象の 解明を 図 ろ

うとす る報告 が あ り，活発 な議論が な され た 。

　　　　　　　　　　　 （文 責 ：香 川 大 学 　 山 中　稔）

4， 地盤挙動

　【圧 密（1）】（発表 ；8編）

　二 次元 圧 密の 変形予 測，二 次圧密初期 ひ ずみ 速度の 設

定，超軟弱地 盤の 残留沈 下 ，自然堆積粘 土挙動 の 再現 に

つ い て ，数 値 計 算 モ デ ル の 発 表 が 5 編 あ っ た。中 で も

沈
一
ド量 が 11m を超 え る ピ ート地 盤 へ の 道 路 盛 土 の 事 例

は注 目 され た 。 た だ し，こ れ ほ どの 沈 下 量 を 許 容す る必

要 が あ った の か，疑 問 に も思え た。ま た，地 下 水変動 に

よ る地 盤 挙動 と載 荷 ・除 荷挙 動 に 関 す る発表 が 3 編あ

っ た。中 で も地 下 水 位 同復 に 伴 う地 盤隆起 を扱 っ た 発表

は，都市域 の共 通 問題 と して 非常 に 興味深 く思われ た。
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（文責 ： 大阪市立大学　大島昭彦）

　【圧密（2）】（発表 ；7 編〉

　圧密 は 古典的な 分野 で あ るが ，実地 盤の 圧密変形 は未

だ工 学 上 の 問題 とし て存在 し続 け て い る。大規模埋 立 に

伴 う海 底 地 盤 の 圧 密沈 下 挙 動 に つ い て ，高 品 質 な現 場 計

測 結 果 と特 徴 的 な 間 隙 水 圧 挙 動 が 報 告 さ れ た 。 ま た，圧

密変形解析を行う際 の パ ラ メー
タの 同定方法 に つ い て ，

新た な逆解析 の 方法 が 提案された。その 他，ひ ず み速度

依存性 に 関す る精緻な実験結果 とそ の 解釈法，ベ ソ トナ

イ トの 圧 密挙動，真空圧 密 に よ る地 盤改良に 関 す る実験

結 果 に つ い て 報 告 が あ っ た。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （文 責 ： 大 阪 大 学 　 小 田 和 広 ）

　【地盤改良（1）一真空圧密
一

】（発表 ： 8編）

　二 つ の 異な る タ イプの 真空圧密工 法 （気密 シ
ー

トを使

用 す る ・使用 し な い ） の適用事例 や 周 辺地盤 の 影響低減

検討例 な どが 報告 され た。気密 シ
ートを 用 い な い タ イ プ

の 気 密 性 を 高 め る工 夫 ，サ イ フ ォ ン で 作用 負圧 を高 め る

ア イ デ ア ，真空 停止 直後 の 改 良効 果調 査 方 法 に対 す る 留

意点な ど が 興味を 引い た 。FEM 解析 の 適用性 に つ い て

真空圧密特有 の 課題があ るの で は との 問 い か け が あ り，

「特有 の 課 題 あ り」，「他 の 地 盤分 野 の 課題 と同 様 」 とす

る 意見に分 か れ た 。 参 加者も 多 く質疑も活発 だ っ た。

　　　　　　　　　　　　（文 責 ：   間 組 　松 本 江 基）

【地盤 改良  】 （発表 ： 7 編）

　7 編す べ て が杭状地 盤改良に 関す る 報告 で あ る。改良

対象 は小規模住宅 の 基礎 か ら重力式擁壁 の 基礎 ま で 大 小

さ ま ざ ま で あ る。遠 心 実 験 を含 む 模 型 実験 も あ る が，実

大 現場 実験 の 結果 が数多 く紹 介 され た。改良 材料，施 工

法，施 工 時の 地 盤 変 状 や 強度発現 メ カ ニ ズ ム に 関す る 報

告が多 く，砂 や採 石 の 他，発泡ウ レ タ ソ とい っ た 新材料

の 利用 も紹介 さ れ た。こ の 他，砂 杭 の 周 囲 に 鋼材を 打込

み ，砂杭打設時 の 地盤隆起 を 抑制 させ る ア イ デ ィ ア も紹

介 さ れ た。

　　　　　　　　　 （文 責 ： 千 葉⊥ 業 大 学 　小 宮
一

仁）

　【地 盤 改良（3）】 （発 表 ：9 編）

　全 9 編の 内，7 編 が 砂地盤へ の 静的締固め 工 法の 効果

や施 工 時の 隆起
・
沈下 現象お よび 対策 に 関 す る 報告 で あ

っ た。近年，急速 に 施工 事例 も増加 し 進歩 が 見 ら れ る が，

今後 は 地盤条件 の 他 に境界条件を正 確 に考慮 した 試験 や

解析，実現場 で の デー
タ取得が 重要 に な っ て くる も の と

思わ れ た 。他 の 2 編 は 古来 よ り伝わ る 軟弱地盤 へ の 丸

太打設 に 関す る 報告 で ，地盤補強 と地中 CO2 ス ト ッ ク

の 両而の 効果 が あ り，興味深 い 内容 で 今後 の 更なる発展

が 期待 さ れ る 。

　　　　　　　 （文責 ：東亜 建設 工 業  　御手洗義夫）

【地 盤 改 良 （4）】 （発 表 ： 8 編）

本 セ ッ シ ョ ン で は，深層混 合 処 理 工 法 （機械撹拌 工 法 ，
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高圧噴射撹拌 工 法） に 関 す る発表 が 6 編 ， 薬液注 入 工

法 に 関 す る もの が 1 編 ， ドレ
ー

ン 工 法 に 関す る も の が 1

編 で あ っ た。施工 時 に 発生す る変位 の 抑制，産業廃棄物

排出量の 削減，構造物劣化要因の 除去 とい っ た 「環境 」

に 配慮 した 研究 の 報告が多 か っ た。こ の ほ か ，「品質向

上 」 や 「コ ス ト縮 減」 を 目指 し た 技 術 に 関 す る研 究 も あ

り，時 代 の 要 求 に 沿 っ た 内 容 の セ ッ シ ョ ン で あ っ た と思

う。実務 へ の 反映 に期待す る と こ ろ で あ る。

　　　　　　　　 （文責 ： 三 信建設工 業  　新坂孝志）

　【地盤改良（5）
一

凍結含む
一

】 （発表 ；7 編）

　高圧 噴射撹拌⊥ 法 に よ る繊維 混 合改良土 の 施工 性 や，

シ
ート工 法 の 既 往 設 計 式 の 妥 当 性 な どが活 発 に 議論 さ れ

た。寒 冷地 に お け るセ メソ ト安定処 理 の 強度予測 で は，

凍結指数の ほ か，コ ン ク リ
ー

ト分野の 積算温度的な概念

も有効と思わ れ る。法面や補強土壁の 凍結 ・融解を扱 っ

た 3 件 の 報告 は ，い ずれ も複数年 に 及 ぶ 精力的 な 挙動

計 測 に 基 づ い て お り実用 性 が 高 い 。な お，凍結 工事 や

LNG タ ン ク な ど人 工 凍 結 の 施 工 に 関 す る報告は ，他 の

セ ッ シ ョ ソ を含 め 今年 は 見 受 け られ な か っ た。

　　　　　　　　　　 （文責 ：麗島建設   　吉 田　輝）

　【地盤 へ の 繰返 し載荷】 （発表 ：8編）

　波浪に よ る海底地 盤 の不 安定化 に 関す る解析検討や 対

策工 の 他 ，交 通 振動 に 対 す る対 策効 果の 解析検討や 実験

に よ る検証，原位置液状化試験 の メ カニ ズ ム の 解明に つ

い て 発表 が あ っ た。波浪関係の 発表 で は，海底 地 盤で は

水 圧 変動 と 流速 に 相乗効果で 不 安定化 す る と い う興味 深

い 報告 が あ っ た。ま た，ス ラ ブ軌道 とバ ラ ス ト軌道 との

境界部 の 不 同 沈
一
ド対 策 と して ，粒状体 を用 い た ユ ニ ー

ク

な 自動沈下 補正 装置 を 開発 し，そ の 効果確認 の 実験 が試

み られ て い た。

　　　　　　　　 （文責 ：復建調査設計  　藤井照久）

5． 地盤中の 物質移動

　【透気 性 と そ の 測定 】 （発 表 ： 7編）

　廃棄物処 理 施設 や 地 中埋 設管 な どに 関 し地盤内の 透気

性評価の 必 要性 が 高 ま っ て い る 現状 に お い て ，透気係数

な ど の 測定事例，ガス 挙動 の 数値解析手法，空気侵入 値

の 評価法 に 関す る 報告 が あ っ た。透気係数や ガ ス 拡散係

数 を 測定す る た め の 装置 ・方法，そ れ ら係数 へ の 含水 比

や粒度 に よ る 影響な どが示 さ れ，貴重 な デ
ー

タ が 蓄積 さ

れ つ つ あ っ た。透気性 に 関す る諸問題の 解決 に 向け て，

今後，透気試験法の 漂準化，数値解析手法 の適 用 範囲 等

の 整備が 図 られ る こ とが期待 さ れ る。

　　　　　　　　　　　（文責 ： 岐阜大学　神谷浩二 ）

　【飽和浸透】（発表 ： 7編）

　 リ チ ャ
ー

ジ 井戸 の 注 水性能 や 井戸洗浄 に 関す る 報告 が

7 編中 3 編 と，こ れ らに 対す る フ ロ ア か ら の 質問 も 多 く

実務 で の 関心 が 高 い 点が 感 じ られた。ま た，浸透破壊 に
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